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医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。 
 

｢使用上の注意」改訂のお知らせ 
 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 11-12 月 

    

 

この度、標記製品の電子化された添付文書（電子添文）の「使用上の注意」を改訂いたしましたので、ご

案内申しあげます。 

今後のご使用に際しましては、下記内容及び最新の電子添文をご参照くださいますようお願い申しあげ

ます。 

                       記                        

I. 改訂内容［    （波線）部は追加改訂箇所、   （点線）部は削除箇所］ 

改 訂 後 改 訂 前 
 

2.禁忌（次の患者には投与しないこと） 

2.1～2.6 変更なし 

2.7エプレレノン（高血圧症）、エサキセレノンを投

与中の患者[10.1 参照] 
 

 

【禁忌】（次の患者には投与しないこと） 

(1)～(6) 省略 

(7) エプレレノン（高血圧症）を投与中の患者（「３．

相互作用」の項参照） 
 

10.相互作用 

10.1 併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

エプレレノン 

セララ（高血圧症） 

エサキセレノン 

ミネブロ 

［2.7 参照］ 

高カリウム血症があ

らわれることがあ

る。 

これらの薬剤は血

中のカリウムを上

昇させる可能性が

あり、併用により

高カリウム血症が

あらわれやすくな

ると考えられる。 

危険因子：腎障害

患者 
 

3.相互作用 

(1)併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

エプレレノン 

セララ（高血圧症） 

高カリウム血症があ

らわれることがあ

る。 

エプレレノンは血

中のカリウムを上

昇させる可能性が

あり、併用により

高カリウム血症が

あらわれやすくな

ると考えられる。 

危険因子：腎障害

患者 
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改 訂 後 改 訂 前 

10.相互作用 

10.2 併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

エプレレノン（慢性心

不全） 

フィネレノン 

血清カリウム値が上

昇する可能性がある

ので、血清カリウム

値を定期的に観察す

るなど十分に注意す

ること。 

カリウム貯留作

用が増強するお

それがある。 

抗アルドステロン剤 

 

変更なし 

 

ドロスピレノン・エチ

ニルエストラジオール 

トルバプタン 

高カリウム血症があ

らわれることがあ

る。 

これらの薬剤は

血中のカリウム

を上昇させる可

能性があり、併用

により高カリウ

ム血症があらわ

れやすくなると

考えられる。 

危険因子：腎障害 

患者 

 

変更なし 

 

筋弛緩剤 

ロクロニウム臭化 

物等 

筋弛緩剤の作用が減

弱することがある。 

カリウムイオン

は骨格筋の収縮

に関与している。 
 

3.相互作用 

(2)併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

エプレレノン（慢性心

不全） 

血清カリウム値が上

昇する可能性がある

ので、血清カリウム

値を定期的に観察す

るなど十分に注意す

ること。 

カリウム貯留作

用が増強するお

それがある。 

抗アルドステロン剤 

 

省略 

 

ドロスピレノン・エチ

ニルエストラジオール 

高カリウム血症があ

らわれることがあ

る。 

これらの薬剤は

血中のカリウム

を上昇させる可

能性があり、併用

により高カリウ

ム血症があらわ

れやすくなると

考えられる。 

危険因子：腎障害 

患者 

省略 

筋弛緩剤 

ベクロニウム等 

筋弛緩剤の作用が減

弱することがある。 

カリウムイオン

は骨格筋の収縮

に関与している。 
 

 

Ⅱ. 改訂理由(自主改訂) 

相互作用の相手薬との整合を図るため、「禁忌」及び「併用禁忌」の項にエサキセレノン、「併用注意」の

項にフィネレノン及びトルバプタンを追記しました。 

また筋弛緩剤のベクロニウムは、既に販売が中止されていることから削除し、ロクロニウム臭化物を追記

しました。 

併せて、添付文書の新記載要領に対応した全面改訂を行っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本改訂内容は医薬品安全対策情報（DSU）（No.322：2023 年 12 月 6 日公開予定）に掲載されます。 

最新の電子添文は、PMDA ホームページ（https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html）に掲載され、専用アプリ

「添文ナビ®」を用いて、製品の包装や下記の GS1 バーコードを読み取ることで、PMDA ホームページ上の最新の電子添文をご覧

いただけます。 

また、弊社の医療用医薬品情報サイト（https://www.alfresa-pharma.co.jp/iyaku/）でも、ご覧いただけます。 

 

【本改訂内容に関するお問い合わせ先】                          

アルフレッサ ファーマ株式会社                                                     

医薬安全性情報室 

TEL 06-6941-0302 FAX 06-6942-6310 

 

     塩化カリウム徐放錠 600mg「Ｓｔ」 


